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 材料の検収、荷受け、保管は次によります。 

１ 運搬に際しては衝撃を与えたり、荷姿を崩したりしないように丁寧に取り扱います。 

２ 荷受け時には、注文書と現品を照合してＪＩＳ表示や所定の長さ、種類、数量が搬入されているか確

認を行います。 

３ 変形、損傷の有無の確認を行い、検収します。 

４ 保管は次の事項により行います。 

①  各材料の置場の設置は事前に確認します。 

②  グラスウール化粧吸音板及び部材は、降雨や降雪、その吹き込みによる冠水や湿潤の害を受けないよ

うに、常に乾燥していて、清潔で、安全な環境の場所に保管をすることとします。また、取り扱いに

際しては、油気・汚れなどの付着しないように、清潔な手、及び軍手にて行います。 

③天井仕上げ材の隅や角を損傷しないように壁面から１メートル以上離し、床には板や防湿性シートを

敷き且つ平らな面をつくり、その上に置くようにします。 

④各材料の上には重量物を載せないこととします。 

 加工及び工事環境について 

１ 仕上げに岩綿吸音板を使用する場合は、加工を次のように行います。 

①グラスウール吸音板の切断はカッターナイフなどを使用して行い、２～３回に分けて切断するときれ

いに切れます。 

③  グラスウール吸音板の穴あけ、その他加工に関しては、化粧面の方からカッター等で行います。 

２ 工事環境について 

②  室内のスプリンクラー、モルタルなどの左官工事等を早めに完了し、充分に乾燥させます。 

②防水、雨じまいは完全に行い、換気、通気をよくし、窓等はガラスをはめ込むなどふさいでおきます。 

③建物が新しく、且つ相当の湿気を持っている場合は、通風を良くし壁面に水滴のない事を確認します。

特に寒冷地においては、暖房の考慮を願います。 

③  施工する室内の温度は 5℃～30℃、湿気は 80％以下が好ましく、それ以上になる場合は環境を整える

措置をとる様配慮します。 

 

● 本システム天井は専用の T バー、ハンガー、部材を使用しています。他の物と組合わせた

り、当施工要領書以外の使用をしないで下さい。 

● T バー、L バーが外れないよう、天井板及びバー材は指示通りの寸法で切断してください。 

● 耐震用の斜めブレースは指定された材料で、施工図に基づき必ず設置して下さい。 

● 本システム天井は常時過大な振動・衝撃・風圧・湿気の加わる場所等の特殊な用途には使

用できません。 

使用環境 

・温度   5℃～30℃    ・相対湿度 40～80％ 

・風速   5ｍ/s 以下    ・振動   常時振動無し 

以上の条件から外れる場合は、施工環境を整える措置をとる様配慮を願います。 

使用できないところ 

・屋外及び棟外等で温度、湿度の変化が大きいところ、風圧の影響が大きいところ 

・プール、風呂場及び脱衣場等で湿度の高いところ 

● 施工にあたっては、軍手などを使用し、素手で部材に触れないで下さい。

取扱注意事項 

施工上の留意事項 
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 設計・施工上の重要品質基準 ！！！！    

設計上の留意事項 

 
ケガや事故防止のため、以下のことを必ずお守り下さい。 

１．搬入時、資材の落下やずり落ちによるケガを防ぎ、腰を痛めないようにして下さい。（現場での小運搬は無理のないようにご注意下さ

い。） 

２．鋼材の切り口は鋭利であり、また、切断時にはバリも生じ易いので、手を傷つけないようにして下さい。（軍手等の保護手袋を着用し

て下さい。） 

３．素手による取扱い、または素肌の露出部はケガをする恐れがありますのでご注意下さい。（素肌をなるべく避けるような服装にして

下さい。） 

４．梱包用スチールバンドおよび針金等の切断時のはねあがり等によるケガが生じますのでご注意下さい。（梱包をとく場合は状況判断

して作業をして下さい。） 

５．搬入時や保管時について次のような事項に注意して下さい。 

①原則として、屋内の湿気の少ない場所に保管して下さい。（やむを得ず屋外に置く場合には防水シートをかけて下さい。） 

②製品は地面に直接置かず、平らなところにかい木をして水平に置き、積み重ねる場合は間木を施して荷崩れを起こさないように置い

て下さい。 

③クレーン荷揚げ等の運搬に関しては、布製平型吊りバンドを使用するなど、製品の角や表面の損傷に注意して下さい。また、製品の

上に重いものを乗せないで下さい。 

６．天井に重量物を固定すると落下、脱落により、思わぬケガをしたり天井面を破損したりすることがあります。（必要に応じ所定の補強

をして下さい。耐震天井の場合には、天井内設備機器を基本的に別吊りします。） 

７．壁に資材を立てかけたりすると倒壊により思わぬケガをすることがあるので、壁には資材を立てかけないで下さい。 

８．天井に乗ったり、ぶら下がったりすると落下、脱落によりケガをすることがあります。（危険な行為はしないで下さい。） 

９．天井から物を吊るしたり、物を載せたりすると落下や脱落によりケガをしたり、天井周辺を破損することがあります。（所定の強度を有

する構造にして下さい。） 

 

 

 

 

 

 

１．鋼製天井下地材の構造は、照明器具や各種設備機器類の荷重を考慮されておりませんので、これらの機器類は、個々に所定の強

度・剛性を有する構造および取付け方法にして下さい。 

２．特殊な場所や環境性能を要求される場所は、耐食性などを配慮した設計にして下さい。 

 

 

 

１．鋼製下地材のく（躯）体への取付けやインサートとの接合は確実に堅牢に行って下さい。 

２．配管、空調ダクト、空調機器、照明器具等と鋼製下地材とはそれぞれ独立して取付けて下さい。 

 

 安全に関するご注意（取扱注意事項） ！！！！    

施工上の留意事項 
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第１章 一般事項 

 

 １－１ 適用範囲 

この施工要領書はエアリー天井の施工要領書です。 

施工に当たっては当施工要領書に記されている専用の金具を使用してください。 

また、特殊な納まり等がある場合は別途検討が必要となります。 

 

 １－２ 各部の名称 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブレース　AS-25

（C25×19×5×1.0）

上部金具

AX-UE

圧縮補強材

C-40×20×1.6

下部金具

AX-SHITA(Z)

上部金具

ブレース金具KF

クロスバー

追加チャンネル

CC-19

Tバー受けチャンネル

CC-19

RP-ハンガー＋ブレース金具RP

CTハンガーH=0

メインバー
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アルミ天井用部材

 

 

 

 

 

 

 

 

部材名称 スチール製Ｔバー見付25mm       品番：AIRYBZ01-3200 

品  名 eTバー4025メインL=※ 

材 質 亜鉛鋼板(SGCC)t=0.4，カラー鋼板t=0.25 

処 理 本体JIS G3302 亜鉛付着量Z12，カラーJIS G3312 

備 考 ※モジュールにより異なる（L=4000まで製造可能） 

  

 

 

 

 

部材名称 スチール製Ｔバー見付15mm       品番：AIRYBZ02-3200 

品  名 eTバー4015クロスL=3,200※ 

材 質 亜鉛鋼板(SGCC)t=0.4，カラー鋼板t=0.25 

処 理 本体JIS G3302 亜鉛付着量Z12，カラーJIS G3312 

備 考 ※モジュールにより異なる 

 

 

 

 

 

 

 

部材名称 アルミ製Ｔバー見付25mm        品番：AIRYBZ71-3200 

品 名 eAT4025 L=3,200 

材 質 アルミ押出形材A6063S-T5 

処 理 B2アルマイト又は焼付塗装仕上 

備 考  

 

 

 

 

部材名称 アルミ製Ｔバー見付12.5mm       品番：AIRYBZ72-1800 

品 名 ｴｱﾘｰ L=1,800※ （受注生産） 

材 質 アルミ押出形材A6063S-T5 

処 理 B2アルマイト又は焼付塗装仕上 

備 考 ※長さはモジュールにより異なる 

 

 

 

 

 

部材名称 アルミＴバー用ストレートジョイント金具   品番：EABLBIJ 

品 名 Tバーストレートジョイント 

材 質 亜鉛鋼板(SGCC)t=0.8 

処 理 JIS G3302 亜鉛付着量Z12 

備 考 アルミメインTバーのストレートジョイント（ビス留め） 

 

 

 

 

 

部材名称 Ｔバージョイント     品番：AIRYBZ51R(右),AIRYBZ51L(左) 

品 名 TH補強ｸﾘｯﾌﾟ 

材 質 亜鉛鋼板(SGCC)t=0.8 

処 理 JIS G3302 亜鉛付着量Z12 

備 考 メインTバーとクロスバーのジョイント金具 

 

 

 

１－３ 部材一覧 

 

スチール天井用部材 

25

15

12.5

25
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部材名称 吊りボルト[円筒部径8.1mm以上]・ナット[7.7mm以上] 市販品 

品 名 3/8”吊りボルト・3/8”ナット 

材 質 JIS G 3505 軟鋼線材 

処 理 JIS H 8601 1級以上 

備 考  

 部材名称 Ｔバー受けチャンネル用ハンガー       品番：AIRYBZ06 

品 名 RPハンガー 

材 質 亜鉛鋼板(SGCC)t=3.2 

処 理 JIS G3302 亜鉛付着量Z12 

備 考 Tバー受けチャンネル用のハンガー 

 部材名称 Ｔバー受けチャンネル         品番：AIRYBZ56-4000 

品 名 CC-19（C-38×12×1.2） 

材 質 亜鉛鋼板(SGCC)t=1.2 

処 理 JIS G3302 亜鉛付着量Z12 

備 考 Tバー受け用のチャンネル 

 部材名称 Ｔバー受けチャンネルジョイント       品番：AIRYBZ82 

品名 CC-19ジョイント 

材 質 亜鉛鋼板(SGCC)t=1.0 

処 理 JIS G3302 亜鉛付着量Z12 

備 考 チャンネルのジョイント用金具 

 

 

 

部材名称 Ｔバーハンガー    品番：AIRYBZ52R(右)、AIRYBZ52L(左) 

品 名 CTハンガー H=0 

材 質 亜鉛鋼板(SGCC)t=1.6 

処 理 JIS G3302 亜鉛付着量Z12 

備 考 Ｔバー受けチャンネルからＴバーを吊る金具。 

 部材名称 ブレース上部金具              品番：AIRYBZ11 

品 名 ブレース金具KF 

材 質 亜鉛鋼板(SGHC)t=2.0 

処 理 JIS G3302 亜鉛付着量Z12 

備 考  

 部材名称 圧縮補強材               品番：AIRYBZ58-5000 

品 名 C-40×20×1.6 

材 質 JIS G 3302 SGCCt=1.6 

処 理 JIS G3302 亜鉛付着量Z12 

備 考  

スチールクロス、アルミクロス共通部材
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部材名称 野縁受け直交金具               品番：AIRYBZ91 

品 名 チャンネル直交金具（システム用） 

材 質 亜鉛鋼板(SGCC) 

処 理 JIS G3302 亜鉛付着量Z12 

備 考 チャンネルCC-19 を直交止めする金具 

 部材名称 Ｔバーハンガー                品番：AIRYBZ8 

品 名 CTハンガー H=38アキ 

材 質 亜鉛鋼板(SGCC)t=1.6 

処 理 JIS G3302 亜鉛付着量Z12 

備 考 Ｔバー受けチャンネルからＴバーを吊る金具。 

 部材名称 Tバークロスジョイント用金具         品番：AIRYBZ83 

品 名 Tバークロスジョイント 

材 質 亜鉛鋼板(SGCC)t=0.8 

処 理 JIS G3302 亜鉛付着量Z12 

備 考 TバーとTバーを直交にジョイントする金具 

 部材名称 ブレース材              品番：AIRYBZ57-2500 

品 名 AS-25 

材 質 亜鉛鋼板(SGCC)t=1.0 

処 理 JIS G3302 亜鉛付着量Z12 

備 考 C25×19×5×1.0 

 部材名称 ブレース上部取付金具            品番：AIRYBZ12 

品 名 AX-UE 

材 質 亜鉛鉄板（SGCC）t=1.6 

処 理 JIS G3302 亜鉛付着量Z12 

備 考  

 

 
部材名称 ブレース下部取付金具            品番：AIRYBZ13 

品 名 AX-SHITA(Z) （受注生産） 

材 質 亜鉛鋼板(SGCC)t=2.3 

処 理 JIS G3302 亜鉛付着量Z12 

備 考  

  

部材名称 ブレース下部取付金具            品番：AIRYBZ05 

品 名 ブレース金具ＲＰ 

材 質 亜鉛鋼板(SGCC)t=1.6 

処 理 JIS G3302 亜鉛付着量Z12 

備 考 追加チャンネルを設置する金具 
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 部材名称 ビス                        市販品 

品 名 セルフドリリングビス－４φ（ドリルねじ） 

備 考 

日本パワーファスニング株式会社（JPF）製 

エコテクス（4×16） 

(注意)アルミ製Ｔバーを貫通するビスはサスガード®処理 



9 

第２章 工事施工手順 

    

施工手順フロー    

総合打ち合わせ 

（準備） 

 

インサート・墨出し打込 基準墨仕上り   カーテンＢＯＸ      シャッター 

（別途工事区分）  （別途工事区分)  （別途工事区分）  （別途工事区分）

 

施工足場組立 

 

 

吊りボルト取付け 

墨出し 

ハンガーの取付け 

 

 

Ｔバー受けチャンネルの取付け 

｜ 

追加チャンネルの取り付け 

｜ 

ブレースの取り付け 

｜  

T バーの取付け 

｜ 

レベルの確認と調整 

｜ 

照明・空調などの付帯設備工事（付帯設備施工区分） 

｜ 

 天井材とクロスＴﾊﾞｰの取付け 

｜ 

自主検査及び全体検査 

｜ 

   足場撤去 

｜ 

    完了 
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２－１ 墨出し 

陸墨を基準に CH（天井高さ）＋41mm（T バーの上端の位置）の高さで墨出しする。 

※陸墨、返り墨の寸法は前もって確認する。 

 

２－２ 吊りボルト及び RP ハンガーの取り付け 

 

① 吊り元の位置を確認する。吊り元は躯体に堅牢に取り付ける工法とする。 

 

② 所定の位置に吊り元が無い場合は追加で設置する。 

※吊りボルトピッチは 1,200～1,600mm 程度となるように配置する。 

 

③ 吊りボルトの長さを決定する。（最大吊り長さ 1500mm） 

※吊りボルトは鉛直に取り付ける。 

 

 

 

吊りボルトの長さ L＝H－90＋h（図 2-1 参照）       図面変更 

Ｌ：ボルトの長さ 

Ｈ：天井フトコロ 

ｈ：ボルトねじ込み深さ 

コンクリートスラブ時 ｈ＝20mm 

デッキプレート時 ｈ＝0mm 

これ以外の場合は現場測定寸法による 

 

 

 

 

④ 吊りボルトに RP ハンガーをセットする。 

 

⑤ RP ハンガーをセットした吊りボルトを吊り元に取り付ける。 

※吊りボルトは概ね鉛直になるように修正する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3
8

9
0

4
0

2
5

ｈ

吊りボルト

3分ボルト

チャンネルハンガー

ＨRPハンガー

チャンネル CTハンガーH=0
CC-19

Tバー

グラスウール

図2-1 吊りボルトの長さ
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２－３ Ｔバー受けチャンネルの取り付け 

 

① T バー受けチャンネル(CC-19）を RP ハンガーにはめ込み、アプセットボルトを締め固

定する。(図 2-2 参照) 

T ﾊﾞｰ受けチャンネルは、メイン T ﾊﾞｰと直交方向に連続する様に設置する。 

② チャンネルの接続は CC-19 ジョイントを使用し接続部は 4φのビス 4 本で固定する。(図

2-3 参照) 

※チャンネルを設置した段階でチャンネルのレベルの調整をすると、T バーの設置が容易

になります。 

 

   

 

 

 

２－４ ブレース金具ＲＰ及び追加チャンネルの取り付け 

 

①ＲＰハンガーの上からブレース金具ＲＰを設置する。 

・ハンガーのナット(上部)を緩め、ハンガーに添ってブレース金具 RP を全数に設置す

る。(図 2-6、図 2-7 参照) 

・ナット(上部)を締め付け、ビス（２本）により T バー受けチャンネルに留め付ける。

(図 2-6 参照) 

  

 

 

図2-2 チャンネルの取付け 図2-3 チャンネルのジョイント

ビス止め CC-19ジョイント

CC-19チャンネル

図2-6 ブレース金具ＲＰの取り付け 
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ブレース金具RP

※4本のＴバー受けチャンネルを直交してつなぐ

CC-19
追加チャンネル

Ｔバー受けチャンネル

CC-19

②追加チャンネルをブレース金具ＲＰにビス 2 本で固定します。（図 2-7 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－５ ブレースの取り付け 

 

      

 

 

 

 

 

 

図2-7 追加チャンネルの取付け 

図2-8 ブレース配置標準図 
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① 追加チャンネルの通りを確認しながら、追加チャンネルをブレース材で固定する。 

設備機器の重量は 4.5ｋｇ/ｍ以下とする。※設備重量が上記以上の場合は別途相談 

 

② 吊りボルト上部からブレース下部が取

付けられる位置までの寸法を実測し、

ブレースの長さを決める。                      

                                

③ ブレース上部金具ＫＦにブレース材

（AS-25）の側面に 4φのビス（３本）で

固定する。（図 2-9 参照） 

 

 

※プレートの取付けにあたっては下記の留意点を確認すること。(図 2-10 参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ ブレース上部金具をデッキプレート、ス

ラブ等に当たる位置で固定する。 

（図 2-12 参照） 

デッキの凹凸、設備機器の影響により、

その位置に設置できない場合は、他に

移動し設置すること。 

図2-11 ブレースの角度によるブレース金具の使い分け

図2-9 ブレース上部金具の取付け

図2-12 ブレース上部の固定位置

 

 

AS-25(ウｪッブ面)

図2-10 可動プレートの取付け

ブレース

AS-25

ブレース金具KF

可動プレート

4φビス留め

スラブ、母屋等に当たるまで上げる

30°～60°ブレース金具ＫＦ

ブレース材

AS-25

適用範囲

スラブ、母屋等に当たる位置で固定

ブレース金具ＫＦ ブレース材

AS-25
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更に、耐火被覆や断熱材等により、ブレース上部取付金具がインサート、スラブに当

たるまで充分に上げられない場合は、耐火被覆を取り除く等の対応が必要です。 

尚、耐火被覆の除去および復旧に関しては、監理者の指示に従い行うこと。 

 

⑤ ブレース下部は下図のように、追加チャンネルと平行方向には追加チャンネルに 4φの

ビスで 2 箇所固定する。（図 2-13 参照） 

 

           

 

 

 

⑥T バー受けチャンネルには、レ型ブレースで固定する。（図 2-14、図 2-15 参照） 

専用ブレース材（圧縮補強材）を鉛直方向に用いブレース上部を専用留め付け金具

AX-UE で、下部を AX-SHITA（Z）で固定する。更にブレース１組みのもう一方は、ブレー

スＡＳ－２５を上部はグレース金具ＫＦに固定し、下部は⑤と同様に斜めにＴバー受け

チャンネルと固定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           図 2-14 レ型ブレースの固定 

 

※ブレース上部金具であるブレース金具 AX-UE とブレース金具 AX-SHITA（Z）（図 2-11

参照） 

 

図2-13 チャンネル平行方向のブレース下部 

上部金具
AX-UE

圧縮補強材

下部金具

AX-SHITA(Z)

ブレース　AS-25

（C25× 19×5×1.0）
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（ブレース設置上の注意） 

1) ブレースの設置は、施工図に従い設置すること。 

2) 2 本のブレースで V 字又はレ型となるように設置すること。 

3)CT ハンガーと T バーは全数をビス留め固定すること。 

4)メインＴバーと直行方向のブレースは、レ型となるように設置すること。 

 

        

図 2-15 ブレース下部周辺の補強 

 

２－６ Ｔバーの取り付け 

 

① 基準となるメイン T バーの取り付け位置に水糸を張る。（図 2-16 参照） 

 

② T バー受けチャンネルに CT ハンガーを仮留めし、CT ハンガーに T バーを取り付ける。

CT ハンガーはスライドできる程度に軽めに固定します。 

 

③ 基準とするメイン T バーの通りを調整し、CT ハンガーを 4φのビスで固定する。   

（図 2-17 参照） 

基準とするメイン T バーは動かないように、ブレースで固定する。 

 

 

 

         図面変更 

 

 

 

 

 

 

 

  

図2-17 Tバーの取り付け手順図2-16 Tバーの取り付け

メインＴバー

Ｔバー受けチャンネル

CC-19

4φビス留め固定CTハンガーH＝0

Ｔバー固定部を4φビス留め固定

チャンネル固定部を

CTハンガー
手で軽く曲げ仮留めする

CC-19

曲げきる

4φビスで固定Tバー

① ②

④③
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（メインＴバーをジョイントする場合）（図 2-18、図 2-19 参照） 

    

 

④ 壁際の外周用Ｔバーは、クリアランスを設け取り付ける。(追加チャンネルを設置する

場合も、吊りボルトの位置はクリアランス＋１００mm 程度をとること。（図 2-20～図

2-22 参照) ※クリアランスを設けない施工も可能ですのでご相談下さい。 

メインＴバーと直行する外周は、Ｔバー受けチャンネルの上に直交して追加チャンネル

を取付け、追加チャンネル(1600mm ピッチ以内)から CT ハンガーH=38 アキを使って外周

用Ｔバーを取付けるか(図 2-20 参照)、コ型金物を見切り材として設置する。（図 2-22

参照）メインＴバーと平行する外周用Ｔバーは CT ハンガーH=0 アキを使ってＴバー受

けチャンネルに取付ける。（図 2-21 参照）ＴバーとＴバーは、Ｔバークロスジョイント

で取付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2-18 スチールＴバーのストレートジョイント 図2-19 アルミＴバーのストレートジョイント

図2-21 メインＴバーと平行する外周Tバー図2-20 メインＴバーと直交する外周Tバー

図 2-22 メイン T バーと直交する外周コ型バー 

グラスウール

メインTバー

ク リアランス

外周用Tバー

チャンネル直交金具で固定

Tバー受けチャンネルに 追加チャンネル

吊りボルト

3
8

3
8

4φビス留め

CC-19　＠1600以内

Tバー受けチャンネル

CC-194
1
.
3

CTハンガーH=38アキ

CTハンガーH=0

クリアランス寸法
＋100mm程度

吊りボルトク リアラ ンス寸 法

CTハンガーH=0

Tバー受けチャンネル

CC-19

4φビス留め

3
8

4
1
.
3

メインバー外周用Tバー

グラスウール

クロスバー

ク リアラ ンス

＋100mm程度

クリアランス

ク リア ラン ス寸法

＋100mm程度

グラスウール

メインTバー

吊りボルト

3
8

3
8

Tバー受けチャンネル

CC-194
1
.
3

CTハンガーH=0

外周用コ型金物

4φビス留め
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⑤ 外周用Ｔバーのレベル、通りを確認しブレース材を設置して、外周用 T バーが動かない

ように固定する。 

 

２－７ レベルの確認と調整 

ＲＰハンガーを固定しているナットを調整し、Ｔバーのレベルを調整する。 

また、Ｔバーに添わせた水糸に従い、Ｔバーの通りを確認する。 
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２－８ 天井材とクロスＴバーの取り付け 

 

①クロスＴバーは、天井板を合わせながらクロスＴバーを片押しで設置する。 

 

②天井板はクロスＴバーへの乗せかけが５mm 以上（スチールＴﾊﾞｰの場合）となる様に寸

法を調整し、できるだけクロスＴバーとの間に隙間が無い様にＴバーに乗せかける。 

 ＊アルミＴバーの場合には、４mm 以上確保する。 

  

③メインＴバーに TH 補強クリップを設置してクロスＴバーと接合する。 

 

③ 天井材が均等に乗っているかを確認すること。 

 

⑤外周部は現場で必要寸法を実測してグラスウールを切断して設置する。 

※天井材の寸法は、片寄せした場合でも載せ掛かり代が 5mm 以上（スチール T ﾊﾞｰの場合）確

保できる寸法とすること。 

※アルミ T ﾊﾞｰの場合には、４mm 以上確保する。 

    

 

 

２－９ 自主検査及び全体検査 

 

① 施工完了後に T バー及び仕上げ材の取り付け状態をチェックリストに従い確認を行う。 

 

② 仕上げ材に異常なキズ、汚れが無いか確認を行い、補修が必要な場合は補修を行う。 
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エアリー天井工法エアリー天井工法エアリー天井工法エアリー天井工法    チェックリストチェックリストチェックリストチェックリスト    

建物名称  用途  室名  

ブレース負担面積          ㎡/組 状況 □新設     □改修 

 

工程・部位 判定基準 判定 

インサート（吊り元） ブレース強度算定上の強度同等以上を確保。 合・否 

吊りボルト ３/8”吊りボルト、最大吊り長さ 1,500mm。 合・否 

吊りピッチ 1,200～1,600mm。 合・否 

Ｔバー受けチャンネル CC-19、T バー受けチャンネルピッチ 1,200～

1,600mm。 
合・否 

Ｔバー □スチール    □アルミ 

メインＴバー ピッチ 1,680mm 以下。 
合・否 

クロスＴバー ピッチ 900mm 以下。 合・否 

Ｔバーストレートジョイント（端部加工）がしっか

り勘合され緩みがない。（アルミの場合） 
合・否 

Ｔバーメイン孔にクロスジョイント（端部）がしっ

かり勘合され緩みがない。（スチールの場合） 
合・否 

ブレース ブレース上部金具の取付位置は、インサート、スラ

ブに金具が当たるまで上げられている。 
合・否 

専用留め付け金具を使用している。 合・否 

留め付けビスの使用個数が正しく緩みがない。 合・否 

ハンガー ビスの緩みがなく取付られている。 合・否 

端部クリアランス 外周用 T バーは専用 CT ハンガーで固定されている

か。 
合・否 

クリアランス寸法は合っているか。 合・否 

自主検査 天井レベルが出ているか。 合・否 

キズ、汚れがないか。 合・否 

 

 

 


